
マレーシアの文化体験 共に書道を体験 マレーシアの高校生徒と 

尾関 関市長さんと 

 

パンフレットで関市を PR 

 

関市のブースで 

 

今回は、第１学年の１５名が参加したシンガポール研修〔１０月１５日（水）～１９日（日）〕の速報

をお届けします。礼文島での研修と同じく、『課題研究』（企業研究）の先行研究事例と

なります。 

◇「シンガポール研修」 について                              

① １年生の１５名がシンガポールで開催される関刃物連合会の海外広報に随行し、キャリ

ア体験や近隣の学校訪問による研修を行います。  

② グローバルに活躍する企業の現状や国際社会の中で日本が置かれている状況を考察す

るとともに、関市長さんや刃物工業組合の方々と一緒に、地元の関市と刃物をＰＲします。 

③ 研修を通して異国の文化や習慣に触れ、グローバルな視野を広げてきます。 

 

◇ 研修の様子                              

■１０月１６日（木）：マレーシアの高校訪問 

 

・シンガポールの隣国マレーシアのジョホールバルにある現地の高校（SMK Tun Syed Nasir 

Ismail ）を訪問し、文化交流を行いました。 

・チャイニーズドラム演奏やバティック染めなどを体験しました。 

・本校生徒は、書道や相撲のパフォーマンスを披露し、「ふるさと」を合唱しました。 

・学校訪問は大成功で、お互いにたくさんの交流ができました。 

■１０月１７日（金）：見本市での地元関市のＰＲ活動 

  

・サンテックシンガポール国際会議展示場で開催されている食品見本市「Oishi JAPAN」

の関市関連ブースで、来訪者に関市の刃物や本校のことを紹介をしました。 

 ・生徒たちは関市や本校を紹介する自作のパンフレットを配りながら、積極的にお客さん

達に話しかけ、地元関市を PR しました。 
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